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1. 概要 

「知」とは何か．それは「よりよく生きる」ための

資産である．「生きるための知恵」を探究すること．そ

れが 「知」の科学の目標であったはずである． いわ
ゆる「科学」的な方法論（条件統制された行動実験・

計算機シミュレーション・脳機能測定）によってはけ

っして接近できない，人間が生きていく中で直面せざ

るをえない現実世界の諸要因—状況依存性・個別具 体
性・個人固有性・一回性・偶然性・突発性など—と真
摯に向き合う学問的方法論の必要性を，本オーガナイ

ザーたちはことあるごとに提起してきた[1−7]．そのよ
うな方法論として，これまで実にさまざまなものが提

案されてきた[8−18]． 
研究のやり方（方法論の選び方）は，その研究者の

「生き様」そのものである．本OSでは，「生きる」リ
アリティと向き合うさまざまな研究者たちの「生き様」

について，なぜそのような研究をその方法で行ってき

たのか， それはその人の研究者としての，あるいは，
日常の人生のどんな生き方が礎になっているのか，を

つらつら語っていきたい．それは「これからの認知科

学の進むべき道」を考える一助になると期待する． 

2. 語り部たち（五十音順） 

� 加藤文俊（慶應義塾大学環境情報学部） 
研究分野：コミュニケーション論、メディア論、

定性的調査法 
話す内容：SNSに写真をアップし続けていたら、

11年で 5700枚くらいになったという話 
� 木村大治（フリー） 
研究分野：人類学、コミュニケーション論 
話す内容：人類学でどういう仕事が面白いと思え

るのか 

� 栗原伸治（日本大学生物資源科学部） 
研究分野：居住文化、建築人類学 
話す内容：住まいのリアリティを求めたフィール

ドワークから生のリアリティを感じる日常へ 
� 小橋康章（株式会社大化社） 
研究分野：支援基礎論 
話す内容：実験ゲームの装置構築に夢中になって

いた私が発表しない研究者になったわけ 
� 諏訪正樹（慶應義塾大学環境情報学部） 
研究分野：身体知の学び、研究方法論（一人称研

究）、生活研究 
話す内容：源は関西、転校、個／和、形、走る、

渦中… 
� 伝康晴（千葉大学人文科学研究院） 
研究分野：相互行為分析、フィールド認知科学 
話す内容：AIからフィールドへ、偶然と必然、恩
師、反発心・反骨心 

� 西村ユミ（東京都立大学健康福祉学部） 
研究分野：医療現場の協働実践、現象学的研究 
話す内容：身体の観察/測定から、身体と共存/交
流するフィールドワークへ 

� 藤井晴行（東京工業大学環境・社会理工学院） 
研究分野：建築計画基礎、Design Computing and 

Cognition 
話す内容：客観と主観の渚にて 
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